
ン
▼
哨
柵
松

摺
網
詞
岬
曜
弱
鋼
摘
鰈
馳昨
ン
粥証
一
．。

持
維

沿
い
に

一
の
鳥
居
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
ま

つ

す
ぐ
神
社
に
向
か

つ
て
参
道
が
伸
び
て
い
ま

す
。現

在
の
社
殿
は
、

江
戸
時
代
の
天
保
１３
年

（１
８
４
２
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、

再

建
に
要
し
た
費
用
は
約
二
千
両
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

西
叶
神
社
の
石
段
を
査

っ
て
お
請
り
す
る

と
、

社
殿
に
施
さ
れ
た
彫
刻
が
ま
ず
日
に
留

ま
り
ま
す
。

安
房
を
代
表
す
る
彫
刻
師
、

後

藤
利
兵
衛
義
光
が
、

ま
だ
若
い
と
き
に
彫

っ

ｒ
ｌ
ｌ
ト
ーーー
ーーー
ーー十
‐‐―‐
‐――‐
――‐‐
旧
旧
日
＝

「叶
」
の
云
わ
れ

「願
い
が
叶
う
」
の

「叶
」
と
い
う
文
字
を

名
前
に
持

つ
叶
神
社
。
こ
の
名
を
つ
け
た
の

は
、

鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
で
す
。

社
伝
に
よ
る
と
、

養
和
元
年

（１
１
８
１
）

に
、

源
氏
の
再
興
を
願

つ
た
京
都
神
護
寺
の

僧

・
文
覚
上
人
が
、

源
氏
の
氏
神
で
あ
る
石

清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
の
が
神
社
の
は
じ

ま
り
。

そ
の
後
、

文
治
２
年

（１
１
８
６
）、
源

氏
再
興
の
願
い
が
成
就
し
た
と
い
う
意
味
を

込
め
、

「叶
大
明
神
」
と
改
め
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、

心
願
成
就
の
ご
利
益
が
あ
る

と
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

近
年
は
縁
結

び
の
願
い
も
叶
え
て
く
れ
る
神
社
と
し
て
新

た
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ご
祭
神
は
、

石
清
水
八
幡
宮
と
同
じ
、

ホ

ン
ダ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト

（誉
田
別
命
）、
即
ち

第
１５
代
応
神
天
皇
。

比
売
大
神
と
オ
キ
ナ
ガ

タ
ラ
シ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

（息
長
帯
比
売
命
）

即
ち
神
功
皇
后
が
と
も
に
祀
ら
れ
、

人
幡
大

神
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
叶
神
社
は
、

浦
賀
湾
を
挟
ん
だ
西
と

束
に
、

二
つ
あ
る
の
で
す
。

ま
ず
西
の
社
殿
ヘ

バ
ス
停

・
紺
屋
か
ら
歩

い
て
数
分
の
と
こ

ろ
に
あ
る
の
が
西
叶
神
社
。

バ
ス
が
通
る
道

た
も
の
。

拝
殿
の
正
面
に
は
、

迫
力
の
あ
る
龍
の
姿
。

ほ
か
に
も
、

獅
子
や
象
、

梅
に
鶯
な
ど
、

さ

ま
ざ
ま
な
彫
刻
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

外
側
だ
け
で
な
く
、

拝
殿
の
内
部
や
天

井
に
も
多
く
の
彫
刻
が
残
さ
れ
、

そ
の
数
は

２
３
０
を
超
え
て
い
ま
す
。

渡
し
船
で
東
の
社
殿
ヘ

束
西
の
神
社
を
行
き
来
す
る
に
は
、

渡
し

船
を
利
用
す
る
の
が
便
利
で
す
。

「浦
賀
の

渡
し
」
が
２
～
３
分
で
対
岸

へ
運
ん
で
く
れ

ま
す
。

な046-841‐ 5300



了

束
叶
神
社
は
海
沿
い
に
鳥
店
が
あ
り
、

拝

殿
ま
で
の
石
段
を
登

っ
て
振
り
返
る
と
、

海

が
き
ら
き
ら
と
輝
き
、

心
和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。石

段
の
両
脇
に
は
、

源
頼
朝
が
伊
豆
か
ら

移
植
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
蘇
鉄
も
あ
り
、

明

る
く
開
放
的
な
た
た
ず
ま
い
。

拝
殿
の
後
ろ
に
は
、

常
緑
樹
を
中
心
と
す

る
自
然
林
の
残
る
明
神
山
が
控
え
、

神
奈
川

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昂

橿

盟

ぱ
縁
を
結
ぶ
「え
に
し
坂
」

東
叶
神
社
に
あ
る
石
段
に
は
、

「恵
仁
志

坂

（え
に
し
ざ
か
と

「産
霊
坂

（む
す
び
ざ

か
と

と
い
う
名
前
が
付
い
て
い
ま
す
。

拝
殿
か
ら
奥
の
院
に
続
く
石
段
に
、

「え

に
し

（縁
）
が
あ

っ
て
結
ば
れ
、

願
い
が
叶

う
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
。
２
０
０
段

以
上
あ
り
ま
す
が
、

良
縁
を
願

っ
て
元
気
に

登
り
ま
し
ょ
う
。

頂
■
か
ら
は
、

東
京
湾
を
行
き
来
す
る
船

が
見
え
ま
す
。

こ
こ
に
は
、

か
つ
て
勝
海
舟

が
、

成
臨
丸
で
大
平
洋
を
横
断
し
ア
メ
リ
カ

に
向
か
う
前
に
断
食
修
行
を
し
た
跡
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

や！一！≡車域一

爵

橿

盟

爾
勾
玉
と
袋
を
セ
ツ
ト
で
、

結
ば
れ
る
日
を
待
つ

西
叶
神
社
で
は
勾
玉
の
お
守
り
、

束
叶
神

社
で
は
そ
れ
を
納
め
る
袋
が
授
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

二
つ
の
お
社
を
め
ぐ

っ
て
い
た
だ
い
た
お

守
り
を

一
つ
に
し
て
願
い
を
た
く
す
縁
結
び

お
守
り
で
す
。

|| lヽi

恵仁志坂の碑

勾玉とお守り袋

ペ
リ
ー
来
航
の
港
町

東
京
湾
の
出
口
に
位
置
す
る
浦
賀
は
、

陸
地
に
深
く
入
っ
た
天
然
の
良
港
が
あ

り
、

昔
か
ら
港
町
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま

し
た
。

江
戸
時
代
に
は
奉
行
所
が
置
か
れ
、

幕

末
の
嘉
永
６
年

（１
８
５
３
）
、

ペ
リ
ー

艦
隊
の
来
航
―
―
俗
に
言
う
黒
船
の
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。

の
う
に
、

勝
海
舟
た
ち
が
、

成
臨
丸
で

出
航
し
た
港
で
も
あ
り
、

日
本
の
近
代
化

と
か
か
わ
り
の
深
い
町
で
す
。

京
浜
急
行
電
鉄
本
線
の
終
着
駅
と
な
る

浦
賀
駅
は
、

三
浦
半
島
東
端
の
観
着
崎
ヘ

の
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

映
画

『ゴ
ジ
ラ
』
で
、

ゴ
ジ
ラ
が
観
音

崎
に
上
陸
し
た
こ
と
か
ら
、

浦
賀
駅
で
は

『ゴ
ジ
ラ
の
テ
ー
マ
』
が
流
れ
て
い
ま
す
。

海に面 したイタリアンレス トラ
ン。渡り蟹がまるごと入ったパス

タがおいしい。前菜 ・デザー トが
ついたランチコースも。

8046,843‐0629

海に赤い色が映える。乗船時間は

3分ほどだが、プチ旅行気分が味
わえて楽しい。

船での行き来が便利。朝7時～タ

方6時まで利用できる。昼休みが

あるので気をつけて。

書が戦需持ンンン

式年寵麓旗鹸 ?

平成25年 (2013)に 向けて、神宮 (伊勢神目)では式年遷目の行事が進行中です。

式年遷宮とは、定期的に社殿を造り替えて神を新ししヽ目に遷すことです。伊勢神宮では

20年 に一度、外富と内目の正殿はじめとする建物や、装束なども改められます。

式年遷宮が行われる理由は、建物の老朽化から立て直す必要があり、造りかえることで

清浄であることが保たれると考えられてしヽるから。同時に建築様式や建築技術を伝え続

けていくという意味もあり、13①O年続しヽてきた行事です。

浦賀の渡しラ・ベントラ


